
露
天
や
内
湯
か
ら
竹
林
を
臨
む

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

㈱
ス
パ
サ
ン
フ
ジ
で
は
、
横
浜
市
青
葉
区

に
日
帰
り
温
浴
施
設
「
喜
楽
里
別
邸
（
き
ら

り
べ
っ
て
い
）
横
浜
青
葉
」
を
3
月
20
日
に

開
業
し
た
。

こ
ど
も
の
国
線
「
こ
ど
も
の
国
」
駅
よ
り

徒
歩
約
7
分
。
商
圏
人
口
が
手
厚
い
一
方
、

半
径
5
㎞
圏
内
に
競
合
施
設
が
存
在
し
な
い

エ
リ
ア
で
も
あ
り
、
同
社
で
は
7
、
8
年
前

よ
り
出
店
を
熱
望
し
て
き
た
場
所
で
あ
っ
た

と
い
う
。

今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
を
含
め
、
首
都

圏
で
22
の
温
浴
施
設
を
展
開
す
る
ス
パ
サ
ン

フ
ジ
は
、
ス
ー
パ
ー
銭
湯
タ
イ
プ
の
「
湯
楽

の
里
」（
ゆ
ら
の
さ
と
）
と
、ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

し
た
旅
館
テ
イ
ス
ト
の
空
間
に
、
未
就
学
児

利
用
不
可
と
す
る
〝
大
人
向
け
〞
の
「
喜
楽

里
」
と
い
う
2
ブ
ラ
ン
ド
を
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
規
模
、
求
め
る
利
用
層
に
応
じ
て
使
い
分

け
て
い
る
が
、
本
開
発
で
は
広
い
敷
地
（
約

４
０
０
０
坪
）
が
確
保
で
き
た
こ
と
に
加
え
、

隣
り
合
う
敷
地
に
竹
林
が
生
い
茂
る
と
い
う
、

恵
ま
れ
た
借
景
が
活
か
せ
る
グ
レ
ー
ド
の
高

い
施
設
、
と
の
考
え
か
ら
「
喜
楽
里
」
ブ
ラ

ン
ド
で
開
発
に
臨
ん
だ
。

外
観
・
内
装
と
も
旅
館
さ
な
が
ら
の

「
和
」
テ
イ
ス
ト
で
統
一
さ
れ
た
木
造
平
屋

建
て
の
建
物
は
、
横
に
長
い
形
状
で
、
フ
ロ

ン
ト
か
ら
男
女
浴
室
ま
で
の
動
線
上
に
レ

ス
ト
ラ
ン
、
岩
盤
浴
、
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
付
帯
機
能
を
配
す
。
浴
室
は
男

女
ほ
ぼ
同
じ
つ
く
り
で
、
内
湯
は
根
強
い

人
気
を
も
つ
高
濃
度
炭
酸
泉
が
主
浴
槽
と

な
り
、
通
常
の
浴
槽
に
加
え
、
寝
転
び
な

が
ら
湯
に
浸
か
れ
る
炭
酸
寝
湯
と
い
う
2

つ
の
タ
イ
プ
を
揃
え
る
な
ど
、
同
社
温
浴

施
設
の
な
か
で
も
最
大
級
の
規
模
と
な
っ

た
。
2
つ
の
炭
酸
泉
浴
槽
は
露
天
に
面
し

た
位
置
に
配
置
さ
れ
、
内
湯
と
露
天
エ
リ

ア
を
仕
切
る
ガ
ラ
ス
窓
も
開
放
で
き
る
仕

様
と
す
る
こ
と
で
、
炭
酸
泉
浴
槽
か
ら
も

竹
林
が
眺
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。

露
天
エ
リ
ア
は
温
度
帯
の
異
な
る
上
湯

（
40
℃
）、
下
湯
（
42
℃
）、
通
常
よ
り
も
や
や

深
め
で
し
っ
か
り
湯
に
浸
か
れ
る
寝
転
び
湯
、

外
気
浴
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
構
成
。
上
湯
、
下

湯
に
は
東
屋
や
植
栽
な
ど
を
設
け
る
こ
と
で
、

竹
林
側
か
ら
の
視
界
を
遮
断
す
る
と
と
も
に
、

施
設
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
和
」
を

よ
り
強
調
し
た
空
間
に
仕
上
が
っ
た
。

な
お
、
天
然
温
泉
は
す
で
に
掘
削
を
終
え
、

「
美
肌
の
湯
」
と
呼
ば
れ
る
弱
ア
ル
カ
リ
性

の
温
泉
が
湧
出
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
が
、
神
奈
川
県
へ
の
許
可
申
請
の
関
係
か

ら
今
年
秋
の
開
湯
を
予
定
、
開
湯
後
は
露
天

風
呂
の
上
湯
・
下
湯
、
寝
こ
ろ
び
湯
に
供
給

さ
れ
る
。

サ
ウ
ナ
以
上
の
集
客
ア
イ
テ
ム
と
し
て

期
待
す
る
プ
ル
ガ
マ
＆
岩
盤
浴

サ
ウ
ナ
は
男
女
と
も
に
オ
ー
ト
ロ
ウ
リ
ュ

ウ
サ
ウ
ナ
を
設
置
（
定
員
：
男
性
27
人
、
女
性

24
人
）。
一
定
時
間
ご
と
に
蒸
気
と
熱
波
に

包
ま
れ
る
本
格
的
な
も
の
と
し
、
水
風
呂

（
約
15
℃
）
も
既
存
店
よ
り
も
や
や
広
く
と
る
。

近
年
、
サ
ウ
ナ
や
水
風
呂
、
整
い
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
サ
ウ
ナ
ー

の
利
用
増
を
期
待
す
る
温
浴
施
設
が
多
い
が
、

同
施
設
が
サ
ウ
ナ
以
上
の
集
客
ア
イ
テ
ム
と

位
置
づ
け
る
の
が
、
プ
ル
ガ
マ
＆
岩
盤
浴

「
温
熱
房
」
だ
。
入
館
料
と
は
別
料
金
（
平

日
5
0
0
円
、
土
・
休
日
、
特
定
日
6
0
0
円
）

で
フ
リ
ー
タ
イ
ム
制
の
温
熱
房
は
、
サ
ウ
ナ

同
様
、
1
時
間
ご
と
の
オ
ー
ト
ロ
ウ
リ
ュ
ウ

機
能
を
備
え
た
プ
ル
ガ
マ
を
中
心
と
し
た
6

種
類
の
鉱
石
を
使
っ
た
岩
盤
浴
。
通
常
の
岩

盤
床
の
ほ
か
、
個
室
風
の
房
、
カ
ー
ブ
を
も

た
せ
無
重
力
感
覚
を
味
わ
え
る
岩
盤
床
な
ど

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
。
な
か
で
も
注
目
は
、

同
社
で
は
2
0
2
0
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
J
F
A
夢
フ
ィ
ー
ル
ド 

幕
張
温
泉 

湯
楽
の
里
」（
千
葉
市
美
浜
区
）
に
続
く
導
入
と

な
っ
た
、
プ
ル
ガ
マ
の
あ
る
岩
盤
浴
室
と
は

別
室
に
設
け
た
「
ナ
ノ
ミ
ス
ト
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
幻
夢
（
げ
ん
む
）」（
㈱
ト
リ
リ
オ
ン
製
）

で
、
照
度
を
落
と
し
た
空
間
に
一
定
時
間
ご

1. 隣接する竹林に面して露天風呂を配置。入浴しながら情緒あふれる景観を楽しめる

5.オートロウリュウサウナ。一定時間になると蒸気と熱波に包まれる
6.サウナ横の水風呂は既存店よりやや広くとる

3. 露天エリアの寝ころび湯は肩まで湯に浸かれる深さに
4. 内湯は高濃度炭酸泉を主浴槽に、白湯、ジェットバス、電気風呂、水風呂などで構成

2.スパサンフジ最大級となる高濃度炭酸泉は、通常の浴槽と寝
湯の２つを用意。写真左のガラス扉は開閉可能で内湯からも竹
林の借景を臨むことができる
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露
天
や
内
湯
か
ら
竹
林
を
臨
む

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

㈱
ス
パ
サ
ン
フ
ジ
で
は
、
横
浜
市
青
葉
区

に
日
帰
り
温
浴
施
設
「
喜
楽
里
別
邸
（
き
ら

り
べ
っ
て
い
）
横
浜
青
葉
」
を
3
月
20
日
に

開
業
し
た
。

こ
ど
も
の
国
線
「
こ
ど
も
の
国
」
駅
よ
り

徒
歩
約
7
分
。
商
圏
人
口
が
手
厚
い
一
方
、

半
径
5
㎞
圏
内
に
競
合
施
設
が
存
在
し
な
い

エ
リ
ア
で
も
あ
り
、
同
社
で
は
7
、
8
年
前

よ
り
出
店
を
熱
望
し
て
き
た
場
所
で
あ
っ
た

と
い
う
。

今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
を
含
め
、
首
都

圏
で
22
の
温
浴
施
設
を
展
開
す
る
ス
パ
サ
ン

フ
ジ
は
、
ス
ー
パ
ー
銭
湯
タ
イ
プ
の
「
湯
楽

の
里
」（
ゆ
ら
の
さ
と
）
と
、ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

し
た
旅
館
テ
イ
ス
ト
の
空
間
に
、
未
就
学
児

利
用
不
可
と
す
る
〝
大
人
向
け
〞
の
「
喜
楽

里
」
と
い
う
2
ブ
ラ
ン
ド
を
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
規
模
、
求
め
る
利
用
層
に
応
じ
て
使
い
分

け
て
い
る
が
、
本
開
発
で
は
広
い
敷
地
（
約

４
０
０
０
坪
）
が
確
保
で
き
た
こ
と
に
加
え
、

隣
り
合
う
敷
地
に
竹
林
が
生
い
茂
る
と
い
う
、

恵
ま
れ
た
借
景
が
活
か
せ
る
グ
レ
ー
ド
の
高

い
施
設
、
と
の
考
え
か
ら
「
喜
楽
里
」
ブ
ラ

ン
ド
で
開
発
に
臨
ん
だ
。

外
観
・
内
装
と
も
旅
館
さ
な
が
ら
の

「
和
」
テ
イ
ス
ト
で
統
一
さ
れ
た
木
造
平
屋

建
て
の
建
物
は
、
横
に
長
い
形
状
で
、
フ
ロ

ン
ト
か
ら
男
女
浴
室
ま
で
の
動
線
上
に
レ

ス
ト
ラ
ン
、
岩
盤
浴
、
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
付
帯
機
能
を
配
す
。
浴
室
は
男

女
ほ
ぼ
同
じ
つ
く
り
で
、
内
湯
は
根
強
い

人
気
を
も
つ
高
濃
度
炭
酸
泉
が
主
浴
槽
と

な
り
、
通
常
の
浴
槽
に
加
え
、
寝
転
び
な

が
ら
湯
に
浸
か
れ
る
炭
酸
寝
湯
と
い
う
2

つ
の
タ
イ
プ
を
揃
え
る
な
ど
、
同
社
温
浴

施
設
の
な
か
で
も
最
大
級
の
規
模
と
な
っ

た
。
2
つ
の
炭
酸
泉
浴
槽
は
露
天
に
面
し

た
位
置
に
配
置
さ
れ
、
内
湯
と
露
天
エ
リ

ア
を
仕
切
る
ガ
ラ
ス
窓
も
開
放
で
き
る
仕

様
と
す
る
こ
と
で
、
炭
酸
泉
浴
槽
か
ら
も

竹
林
が
眺
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。

露
天
エ
リ
ア
は
温
度
帯
の
異
な
る
上
湯

（
40
℃
）、
下
湯
（
42
℃
）、
通
常
よ
り
も
や
や

深
め
で
し
っ
か
り
湯
に
浸
か
れ
る
寝
転
び
湯
、

外
気
浴
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
構
成
。
上
湯
、
下

湯
に
は
東
屋
や
植
栽
な
ど
を
設
け
る
こ
と
で
、

竹
林
側
か
ら
の
視
界
を
遮
断
す
る
と
と
も
に
、

施
設
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
和
」
を

よ
り
強
調
し
た
空
間
に
仕
上
が
っ
た
。

な
お
、
天
然
温
泉
は
す
で
に
掘
削
を
終
え
、

「
美
肌
の
湯
」
と
呼
ば
れ
る
弱
ア
ル
カ
リ
性

の
温
泉
が
湧
出
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
が
、
神
奈
川
県
へ
の
許
可
申
請
の
関
係
か

ら
今
年
秋
の
開
湯
を
予
定
、
開
湯
後
は
露
天

風
呂
の
上
湯
・
下
湯
、
寝
こ
ろ
び
湯
に
供
給

さ
れ
る
。

サ
ウ
ナ
以
上
の
集
客
ア
イ
テ
ム
と
し
て

期
待
す
る
プ
ル
ガ
マ
＆
岩
盤
浴

サ
ウ
ナ
は
男
女
と
も
に
オ
ー
ト
ロ
ウ
リ
ュ

ウ
サ
ウ
ナ
を
設
置
（
定
員
：
男
性
27
人
、
女
性

24
人
）。
一
定
時
間
ご
と
に
蒸
気
と
熱
波
に

包
ま
れ
る
本
格
的
な
も
の
と
し
、
水
風
呂

（
約
15
℃
）
も
既
存
店
よ
り
も
や
や
広
く
と
る
。

近
年
、
サ
ウ
ナ
や
水
風
呂
、
整
い
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
サ
ウ
ナ
ー

の
利
用
増
を
期
待
す
る
温
浴
施
設
が
多
い
が
、

同
施
設
が
サ
ウ
ナ
以
上
の
集
客
ア
イ
テ
ム
と

位
置
づ
け
る
の
が
、
プ
ル
ガ
マ
＆
岩
盤
浴

「
温
熱
房
」
だ
。
入
館
料
と
は
別
料
金
（
平

日
5
0
0
円
、
土
・
休
日
、
特
定
日
6
0
0
円
）

で
フ
リ
ー
タ
イ
ム
制
の
温
熱
房
は
、
サ
ウ
ナ

同
様
、
1
時
間
ご
と
の
オ
ー
ト
ロ
ウ
リ
ュ
ウ

機
能
を
備
え
た
プ
ル
ガ
マ
を
中
心
と
し
た
6

種
類
の
鉱
石
を
使
っ
た
岩
盤
浴
。
通
常
の
岩

盤
床
の
ほ
か
、
個
室
風
の
房
、
カ
ー
ブ
を
も

た
せ
無
重
力
感
覚
を
味
わ
え
る
岩
盤
床
な
ど

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
。
な
か
で
も
注
目
は
、

同
社
で
は
2
0
2
0
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
J
F
A
夢
フ
ィ
ー
ル
ド 

幕
張
温
泉 

湯
楽
の
里
」（
千
葉
市
美
浜
区
）
に
続
く
導
入
と

な
っ
た
、
プ
ル
ガ
マ
の
あ
る
岩
盤
浴
室
と
は

別
室
に
設
け
た
「
ナ
ノ
ミ
ス
ト
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
幻
夢
（
げ
ん
む
）」（
㈱
ト
リ
リ
オ
ン
製
）

で
、
照
度
を
落
と
し
た
空
間
に
一
定
時
間
ご

1. 隣接する竹林に面して露天風呂を配置。入浴しながら情緒あふれる景観を楽しめる

5.オートロウリュウサウナ。一定時間になると蒸気と熱波に包まれる
6.サウナ横の水風呂は既存店よりやや広くとる

3. 露天エリアの寝ころび湯は肩まで湯に浸かれる深さに
4. 内湯は高濃度炭酸泉を主浴槽に、白湯、ジェットバス、電気風呂、水風呂などで構成

2.スパサンフジ最大級となる高濃度炭酸泉は、通常の浴槽と寝
湯の２つを用意。写真左のガラス扉は開閉可能で内湯からも竹
林の借景を臨むことができる
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14.自動精算機を導入し
オペレーションを省人化
15. 温熱房利用者は受付
後、ロッカーに収納され
たバスタオルと館内着を
受け取る
16.「こどもの国」駅より
徒歩約7分。旅館をイメー
ジした和風の外観

7. 岩盤浴「温熱房」のプルガマ。6 種類の鉱石を
備えるほか、穴蔵風のスペース（写真左下）など多
様な過ごし方ができる
8.「温熱房は2層構造で、上層には床に曲面をも
たせた岩盤浴室も

9. 温熱房利用者専用の休憩スペース。リクライニングや繭風のソファ、押
し入れ風の個室などバリエーション豊か
10. 白いナノミストが一定時間ごとに噴射し雲の中にいるような感覚に包
まれる「ナノミストアトラクション幻夢（げんむ）」

11. 和風ダイニングレストラン「彩キッチン ゆらり」では、
定番料理から季節限定など飽きの来ないメニューを展開
する
12.リクライニングチェアが並ぶ無料の休憩スペース
13.休憩スペースにはリモートワークも可能なスペースを
設ける

7

8

9

13

11

12

10

15

14

16

と
に
霧
状
の
白
い
ナ
ノ
ミ
ス
ト
が
噴
き
出
し
、

室
内
を
幻
想
的
な
空
間
に
彩
る
仕
掛
け
が
特

徴
的
。
導
入
施
設
で
は
ナ
ノ
ミ
ス
ト
が
噴
き

出
す
時
間
に
合
わ
せ
、
ウ
エ
イ
テ
ィ
ン
グ
が

で
き
る
ほ
ど
の
人
気
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
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施設概要

所在地 横浜市青葉区奈良4-5-1

オープン 2024年3月20日

事業主体 ㈱スパサンフジ

敷地面積 13,168.90㎡

構造・規模 木造・平屋建て

延床面積 2,534.64㎡

施設構成 露天風呂、寝ころび湯、内湯（高濃度炭酸泉、炭酸寝湯、
白湯、ジェットバス、電気風呂、水風呂）、オートロウリュ
サウナ、プル窯＆岩盤浴「温熱房」、ナノミストアトラク
ション「幻夢」、食事処「彩キッチン ゆらり」、カフェ「こ
こちcafé」、ボディケア「癒し処 和心（わごころ）」、あか
すり「美肌処 和（なごみ）」、お休み処 ほか

駐車場 207台収容

営業時間 9～ 24時（最終受付23時）

利用料金 ［入館料］中学生以上1,100円（土・日、特定日1,300円）、
小学生700円（土・休日、特定日800円）　※未就学児
利用不可、［岩盤浴］500円（土・休日、特定日600円）
　※フリータイム、大判タオル・岩盤浴着付き

初期投資額 約22億円

年間集客目標 40万人

想定客単価 2,500円

VOICE

当社では、2020年7月に開業した「JFA 

夢フィールド 幕張温泉 湯楽の里」（千葉市
美浜区）以来、3年8か月ぶりの新規出店
となります。もともとこの場所は、竹林に面
した自然環境に優れた立地だと考えており、
実は7、8年前にも地権者の方と出店交渉を
させていただきました。当時は条件面で折り
合わず断念しましたが、やはりこのロケーショ
ンは魅力的で、数年前に再度交渉させてい
ただいたところ、今度は条件面で折り合い
がついたことから出店に至りました。
当社店舗では「溝口温泉 喜楽里」（川崎
市高津区）、「国立温泉 湯楽の里」（東京都
国立市）に次ぐ手厚い商圏人口を抱えなが
ら、半径5km圏内に同クラスの競合施設が
存在しないというマーケット環境も出店を後
押しする好材料でした。こうした出店環境と
竹林を最大限に活かせる空間づくりという観
点から、当社ブランドでも質の高さで高客単
価が期待できる「喜楽里」として開発するこ
とは必然でした。
「和」で統一した旅館さながらの外観や内
装、竹林を臨む浴室、高濃度炭酸泉、オー

サウナブームに依拠せず
温浴施設としての総合力を高め
天然温泉のない期間を乗り切る
㈱スパサンフジ
取締役

松崎 智氏

トロウリュウサウナ、ブルガ
マ＆岩盤浴、ナノミストアト
ラクション、レストラン等 、々
浴室から付帯施設まで多
くの強みをもつ当施設です
が、不安がないわけではあ

りません。その1つがオープン時に天然温泉
を提供できないことです。すでに敷地内で
2,000ｍまで掘削し高温の温泉が湧出するこ
とが確認できているのですが、許可申請の
関係から開湯予定が今秋になる見込みです。
オープン時に天然温泉を供給できないケー
スは当社店舗にとってもはじめてですので、
どの程度集客面でマイナスの影響が出るか
は未知数です。
また、露天風呂と内湯の炭酸泉から竹林
を臨む借景を大きな “売り” としていますが、
人が自由に出入りできる竹林からいかに露天
エリアが見えないようにするかにも苦心しま
した。露天にパーゴラ（日陰棚）を設けたり
もしましたが、逆に露天から竹林が見えなく
なってしまい撤去するなど、試行錯誤のうえ
現在の形に落ち着きました。
既存店では、70歳以上の年配層が戻り
切っておらず、代わりに20、30歳代のサウ
ナーが多数足を運んでくれるようになりまし
た。結果、コロナ禍前を凌ぐ客数を集める
施設がある一方、ボディケアやアカスリなど
のサービスをご利用いただいていた年配の

方が温浴施設の利用を控える傾向が現在も
続いており、客単価は漸減傾向にあります。
一方で、近年のサウナ人気は “ブーム”
だと捉えていますので、いずれ沈静化する
ものとみており、必要以上にサウナを拡充
させることは考えていません。これまでど
おり浴室、岩盤浴、飲食、リラクセーショ
ンなど「総合力」の高い空間づくりこそが
当社温浴施設の最大の強みだと考えていま
す。開業から半年は天然温泉を供給できな
い試練の期間となりますが、それぞれの強
みを発揮することでそのハンディを乗り越
えたいと考えています。
今後の開発については、資材の高騰や人

手不足により、建築費はかつてないほど高
まっています。電気・ガスといったランニン
グコストも22年以降急騰し、当社ではそれ
まで10年でみていた投資回収を現在は13

年ほどに延長してみなければならないほど
シビアな開発環境にあります。経験上、浴
室設備はだいたい10年で傷んできますので、
初期投資の回収前に再投資のタイミングが
訪れる。当社既存店も開業20年を超える
店舗が多くあり、今後ますます設備更新の
資金需要が高まってくるものと予想されます。
したがって、確実に高集客が見込めるよほ
どの好条件でない限り、新規出店について
は慎重にならざるをえないというのが率直な
ところです。 （談）
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｜特集｜温浴施設——高コスト時代の“攻防一体型”成長戦略



14.自動精算機を導入し
オペレーションを省人化
15. 温熱房利用者は受付
後、ロッカーに収納され
たバスタオルと館内着を
受け取る
16.「こどもの国」駅より
徒歩約7分。旅館をイメー
ジした和風の外観

7. 岩盤浴「温熱房」のプルガマ。6 種類の鉱石を
備えるほか、穴蔵風のスペース（写真左下）など多
様な過ごし方ができる
8.「温熱房は2層構造で、上層には床に曲面をも
たせた岩盤浴室も

9. 温熱房利用者専用の休憩スペース。リクライニングや繭風のソファ、押
し入れ風の個室などバリエーション豊か
10. 白いナノミストが一定時間ごとに噴射し雲の中にいるような感覚に包
まれる「ナノミストアトラクション幻夢（げんむ）」

11. 和風ダイニングレストラン「彩キッチン ゆらり」では、
定番料理から季節限定など飽きの来ないメニューを展開
する
12.リクライニングチェアが並ぶ無料の休憩スペース
13.休憩スペースにはリモートワークも可能なスペースを
設ける
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構造・規模 木造・平屋建て
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こちcafé」、ボディケア「癒し処 和心（わごころ）」、あか
すり「美肌処 和（なごみ）」、お休み処 ほか
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年間集客目標 40万人
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美浜区）以来、3年8か月ぶりの新規出店
となります。もともとこの場所は、竹林に面
した自然環境に優れた立地だと考えており、
実は7、8年前にも地権者の方と出店交渉を
させていただきました。当時は条件面で折り
合わず断念しましたが、やはりこのロケーショ
ンは魅力的で、数年前に再度交渉させてい
ただいたところ、今度は条件面で折り合い
がついたことから出店に至りました。
当社店舗では「溝口温泉 喜楽里」（川崎
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存在しないというマーケット環境も出店を後
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とが確認できているのですが、許可申請の
関係から開湯予定が今秋になる見込みです。
オープン時に天然温泉を供給できないケー
スは当社店舗にとってもはじめてですので、
どの程度集客面でマイナスの影響が出るか
は未知数です。
また、露天風呂と内湯の炭酸泉から竹林
を臨む借景を大きな “売り” としていますが、
人が自由に出入りできる竹林からいかに露天
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なってしまい撤去するなど、試行錯誤のうえ
現在の形に落ち着きました。
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切っておらず、代わりに20、30歳代のサウ
ナーが多数足を運んでくれるようになりまし
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訪れる。当社既存店も開業20年を超える
店舗が多くあり、今後ますます設備更新の
資金需要が高まってくるものと予想されます。
したがって、確実に高集客が見込めるよほ
どの好条件でない限り、新規出店について
は慎重にならざるをえないというのが率直な
ところです。 （談）
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